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ＨＥＡＴ２０が創る日本の住まい＜プロローグ＞
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高効率設備機器や太陽光発電を導入すると
「あばら家」でも省エネ・低炭素化は可能

世界に誇れる「技術立国 日本」の良質ストックとはいえない
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総量規制のみでは解決しないエネルギー問題

等級２（Ｓ５５）から等級４超に性能アップすることで

冬期５０％・夏期３０％程度のピークカットが期待できる

立地場所：東京
住宅：基準策定モデル
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２０世紀初頭から２０１０・２０６０年までの日本の人口推移

４０％が
６５歳以上

日本の未来予想図は大都市圏に人口集中、地方は超過疎化

誰が日本の国土を守るのか？

出典：2008年までは総務省国政調査・人口推計 それ以降は人口問題研究所推定結果

都市と地方の生活コスト格差 （世帯当たりの生活費）
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出典：総務省平成24年家計調査
１世帯当たり１か月間の収入と支出

人口減少、超高齢課題先進国

「日本の地域定住」のための省エネルギー戦略とは



陸前高田市要谷地区 http://archive.shinsai.c.yimg.jp/v1/resource/emgphoto-0999/085/19999.jpg

国土の保全・地域定住
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床面積の増加は、‘快適性・利便性’とエネルギー増をもたらした

豊かに暮らすことの意味？

等級２ 等級３ 等級４+

この４０年間で住宅床面積は３０％以上増加
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ライフステージ・ライフスタイルに対応した

省エネルギー・空間デザインとは

豊かに暮らすことの意味？
ライフステージに対して水光熱費はどうあるべきか

５０

平均年収平均年収平均年収平均年収 560万円万円万円万円 ▼定年▼定年▼定年▼定年

▼再就職▼再就職▼再就職▼再就職
300万円万円万円万円

年金生活年金生活年金生活年金生活 240万円万円万円万円

４５ ５５ ６０ ６５ ７０ ７５ ８０才

光熱費光熱費光熱費光熱費

本当は・・

全体改修
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豊かに暮らすことの意味？

さまざまな計画を対応するデザインを！

全体改修
部分空間改修

コンパクト化
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豊かに暮らすことの意味？

現行省エネ基準

H11年
基準

ゼロエネルギーハウス可能ゾーン

plus ene

house

near 

HEAT 

ZERO

省エネルギーと環境の質の両立

ＬＣＣ最適住宅

トップランナー基準（認定基準）レベル

S55年
基準

豊かさ
↑

既存住宅
↓

我慢と節約

H4年
基準

高効率設備の導入

100

暖冷房エネルギー

80

40

60

20

全運用エネルギー全運用エネルギー全運用エネルギー全運用エネルギー

100

near ZＥＲＯ Ene House

60

90

80

70

50

E1 

E2 

E3 

E4 

30E5

E6

PV等の再生可能
エネルギー導入

建築性能（例えば断熱、遮熱＋通風）建築性能（例えば断熱、遮熱＋通風）建築性能（例えば断熱、遮熱＋通風）建築性能（例えば断熱、遮熱＋通風）

Ｑ５Ｑ５Ｑ５Ｑ５ ＱＱＱＱ6    6    6    6    ＱＱＱＱ7777 ＱＱＱＱ8     8     8     8     Ｑ９Ｑ９Ｑ９Ｑ９

省エネと居住環境の質の向上に向けて

Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3 Ｑ4

設計ＷＧで何を議論してきたか 11HEATHEATHEATHEAT 20202020



設計ＷＧで何を議論していたか 1HEATHEATHEATHEAT 20202020 12HEATHEATHEATHEAT 20202020

日常の安心、非日常の安全

世界に類をみない 「災害大国 日本」の良質ストックとは

（独）防災科学研究所

日本全国 広域 最新30日間 の震央分布図
（2013.2.8～3.10）

■暖房停止時の室温保持機能

■最低限のエネルギー自給機能

北総研調査 平成16年度共同研究

住宅生産者・設計者向けガイドブックの構成 13HEATHEATHEATHEAT 20202020

１章 技術をどう組み立てるか

２章 必要な技術と知恵

３章 設計をどう組み立てるか

設計者は３章から１章へ

頁 数： ３００ページ程度
出 版： 建築技術
時 期： 平成２４年中

技術者は１章から３章へ

ＦＡＱ形式で構成

熱・空気・光・快適性を形成する技術論

チェックリスト形式で構成
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Ａ 全体・省エネの効果・断熱の目標 11
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